
市立博物館特別資料展 
「てきおう！先史松戸の生存戦略」・「牧を駆ける‐野

の

馬
ま

奉行
ぶぎょう

・ 

牧士 E

も く し

A・村人たち‐」

本展では考古、歴史、異なる分野の資料展を同時に開催します。 

考古分野の展示では、松戸で人がくらしはじめてから約 3万年の間にうつりかわっ

てきた生態環境と、環境にうまく適応しながら生きた旧石器・縄文時代の人びとの生

存戦略を紹介します。 

また、歴史分野では、房総の牧を管理した 野
の

馬
ま

奉行
ぶぎょう

綿貫家、牧士
も く し

として牧の実務

にあたった千駄堀 安蒜
あんびる

家に伝来した新出資料を中心に、松戸市と深い関わりのある

房総の牧をとりまく、江戸時代の環境と社会を探ります。 

●会  期 令和８年９月１９日（土）～１１月８日（日） 

●開館時間 ９時３０分～１７時（入館は１６時３０分まで） 

●休 館 日 月曜日、なお月曜祝・休日の場合は開館し翌平日休館 

●観 覧 料 無料 

●会  場 松戸市立博物館企画展示室（松戸市千駄堀６７１） 

●展示構成
（１）考古分野「てきおう！先史松戸の生存戦略」（展示資料 131点）
序章 適応：環境変動とくらしのアップデート 

松戸周辺の生態環境のうつりかわりと、適応戦略のあり方を概観します。 

第 1章 さむい！動物をおいかけよう。 

 氷期の冷涼な気候下では、狩りの対象となる動物が広範囲を移動するので、人びと

も動物をおいかけて移動する遊動的なくらし方が選ばれました。ここでは、狩りに必

要不可欠だった石器を展示します。石器づくりの技術からは、貴重な石材をできるだ

けムダなく使う生存戦略を知ることができます。 
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第 2章 海だ！貝をひろいにいこう。 

 約 6000 年前の縄文時代前期は現在よりも海水準が高く、海が広がっていました。

この現象を「縄文海進」とよんでいます。魚や貝などの水産資源が盛んに利用され、

当時の海岸線沿いのムラには貝塚が形成されました。縄文海進期の代表的なムラであ

る幸田貝塚で出土した、重要文化財に指定されている土器や石器を展示します。 

第 3章 森だ！クリの木をふやそう。 

近年の研究で、縄文時代の人びとは環境に合わせてくらしを工夫しただけではなく、

利用しやすいように環境を作り変えていたこともわかってきました。地中に残された

花粉を利用して過去の植生を復元すると、松戸周辺では縄文時代中期ごろからクリの

木が急増したことがわかりました。クリは食料としても木材としても有用な植物だっ

たので、当時の人びとが意図的にクリの木を増やしたのではないかと考えられていま

す。 

＜展示資料＞ 

（２）歴史分野「牧を駆ける‐野馬奉行・牧士・村人たち‐」（展示資料約７５点）

Ⅰ プロローグ 房総の牧 

  現松戸市域に広がった中野牧（小金牧の一部）を中心に、幕府が房総に設けた小 

金牧・佐倉牧・峯
み ね

岡
お か

牧の概要や、江戸時代の野馬（野生馬）について紹介しま

す。 

Ⅱ 野
の

馬
ま

奉行
ぶぎょう

と金ケ作陣屋 

小金綿貫家に伝来した資料を中心に、江戸時代初期から小金
こ が ね

御厩
お う ま や

を拠点に小金・

佐倉両牧を管理した野馬奉行綿貫氏の由緒と職務を紹介します。さらに享保改革

以降、小金五牧のうち中野・下野牧を支配した金ケ作陣屋を紹介します。 
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綿貫夏右衛門木札（個人蔵） 

Ⅲ 金ケ作陣屋と 牧士
も く し

千駄 E

せ ん だ

AAE堀村 E

ぼ り む ら

AAE安蒜 E

あ ん び る

A家に伝わった資料を中心に、牧の実務を担った牧士たちの由緒と

さまざまな職務を紹介します。また、松戸市域でおこなわれた徳川将軍の AE御鹿 E

お し し

AA

E狩 E

が り

Aにおける牧士の活躍を、嘉永２年の資料を中心に探ります。 

Ⅳ 牧付村のくらし 

館蔵資料を中心に、牧周辺の村落が背負った様々な役目、金ケ作陣屋による野馬

払い下げなどに注目し、牧が村々にもたらした負担と恩恵について考えます。そ

して、台地の環境と向き合いながら暮らしを営んだ江戸時代の村人の姿を、金ケ

作村の事例から探ります。 

Ⅴ エピローグ 

享保期以降に小金牧周辺の開発が進み、幕末期にかけて縮小していく牧の様子を

示します。 

＜展示資料＞ 

冨士三十六景下総小金原 成田香取鹿嶋 下総道中細見記 

千駄堀安蒜家母屋模型

（渋谷文雄氏制作） 

温故東の花 将軍家於小金原御猪狩之図 

質地ニ相渡シ申林畑證文之事

（個人蔵） 

牧士の由緒書（個人蔵） しん坂 馬尽くし（野馬） 



●関連イベント（※費用は無料）

（１）講演会
(１)-1 館長講演会「小金牧を支えた人びとｰ野馬奉行・金ケ作・牧士ｰ」

  講師 渡辺 尚志（市立博物館館長・一橋大学名誉教授） 

  日程 令和８年１０月４日（日）・１０日（土）※同じ内容となります。 

時間 １３時～１５時

  会場 松戸市立博物館 講堂

申込 事前申込制 

(１)-2 学芸員講演会「古文書からさぐる松戸周辺の牧」 
  講師 富澤 達三（市立博物館学芸員）

  日時 令和８年１０月１８日（日）１３時～１５時

  会場 松戸市立博物館 講堂

申込 事前申込制 

(１)-３ 学芸員講演会「縄文人の生存戦略」 
  講師 西村 広経（市立博物館学芸員） 

  日時 令和８年１０月２４日（土）１３時～１５時

  会場 松戸市立博物館 講堂

申込 事前申込制

（２）ギャラリートーク 学芸員が展示解説を行います。 

(2)-1 こどものためのギャラリートーク（考古） 
講師 市立博物館学芸員 

日程 ９月２１日（月・祝）・２３日（水・祝）、１０月１０日（土）・２５日（日） 

時間 ①１１：００～ ②１３：３０～ (各３０分程度)

会場 松⼾市⽴博物館企画展示室 

※申込不要。開始時間に企画展示室前ロビーにお集まりください。

大人の方もご参加いただけます。

(2)-2 ギャラリートーク（考古） 
講師 市立博物館学芸員 

日程  ９月１９日（土）・２０日（日）・２２日（火・休） 

１０月１１日（日）・２４日（土）※２４日は１１：００～のみ 

１１月 ３日（火・祝）・７日（土）８日（日） 

時間 ①１１：００～ ②１３：３０～（各６０分程度）



会場 松⼾市⽴博物館企画展示室 

※申込不要。開始時間に企画展示室前ロビーにお集まりください。

(2)-３ ギャラリートーク（歴史） 
講師 市立博物館学芸員 

日程  ９月１９日（土）・２０日（日）・２１日（月・祝）・２３日（火・祝） 

１０月 ３日（土）・４日（日）・１２日（月・祝）・１７日（土） 

・１８日（日）・３１日（土）※１８日は１５：３０～のみとなります。

１１月 １日（日）・８日（日）

時間 ①１０：００～ ②１４：３０～（各４０分程度）

会場 松⼾市⽴博物館企画展示室 

※申込不要。開始時間に企画展示室前ロビーにお集まりください。

（３）ワークショップ
(３)-１ 縄目もようのヒミツ
内容 縄を作って、粘土にもようをつけよう！

日程 ９月１９日（土）～２３日（水・祝）、１１月７日（土）・８日（日） 

時間 １０時～１６時 

会場 企画展示室ロビー 

※申込不要。時間内随時ご参加いただけます。

(３)-２ 土器のもようを写しとる 
内容 展示資料と同じタイプの土器片（実物）の拓本をとってみよう！

日程 １０月３日（土）・４日（日） 

時間 １０時～１５時３０分 

会場 館内プレイルーム・森の工芸館 

※申込不要。時間内随時ご参加いただけます。

(３)-３ 木の実ひろいタイムアタック 
内容 縄文人が食べた木の実を拾うのに何秒かかるかな？

日程 １０月１７日（土）・１８日（日） 

時間 １０時～１５時３０分 

会場 縄文の森 

※申込不要。時間内随時ご参加いただけます。



（４）展示をよ～くみてワークシートに挑戦！
内容 展示物を見て問題を解いた方に、オリジナル缶バッジをプレゼント。

日時 会期中

景品交換場所 博物館内

申込 不要

（５）オリジナルグッズ販売
会期中、「小金五牧の野馬焼印」の絵柄がはいったオリジナルクッキーを販売

【本件に関する問い合わせ先】 
〒２７０－２２５２ 松戸市千駄堀６７１ 

松戸市生涯学習部 文化財保存活用課博物館 
☎０４７－３８４－８２７８ ＦＡＸ０４７－３８４－８１９４
✉ mchakubutsukan@city.matsudo.chiba.jp

mailto:mchakubutsukan@city.matsudo.chiba.jp





